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古代、『万葉集』では「白砂青松の名勝地」と詠われ、室町時代には「岸の辺の道」ともいわれ、江戸時代は「紀州街
道」と呼ばれた、歴史を偲ばせる町「あんりゅう」。住吉公園から、一寸法師ゆかりの地・安立商店街、世界の音楽
奏者に愛されている木製リコーダーのメーカー「竹山木管楽器製作所」などを経て、大和川まで巡ります。

岸の辺の道・安立を越えて岸の辺の道・安立を越えて
あ ん り ゅ う

～いにしえの港・すみのえの津から大和川まで～
つ

① 住吉公園駅舎
チンチン電車の愛称でも知られる、阪堺電
気軌道上町線 (天王寺駅前駅～住吉公園
駅) の駅舎です。昭和55年（1980）、南海
電気鉄道より分離、独立しました。ホーム
には金魚の泳ぐ水槽がありますが、この水
槽は戦時中に防火水槽として造られたも
のです。レトロ感あふれる駅舎も人気で、
「近畿の駅百選」にも選ばれています。

② 住友灯籠
江戸時代から昭和初期にかけて、住友家の
歴代当主によって奉献された灯籠です。こ
の灯籠は海辺に続く道「汐掛の道」に建て
られて、海上安全と家業の繁栄を願って寄
進されたといわれています。

③ 住吉万葉歌碑
一般応募者や万葉愛好家および｢難
波万葉と古代を歩く会｣会員などに
よって建立されたものです。古代、海
辺の美しい景観と活況を誇った住吉
界隈には、万葉詩人たちが訪れて、
数多くの万葉歌を遺しました。その
中から17首を採録し、併せて万葉時
代を推定する住吉地形図を刻したも
ので、古代船を模した歌碑となって
います。清江娘子の「草枕  旅行く君
と  知らませば  岸の黄土に  にほは
さましを」と、多治比真人土作「住吉
に 斎く祝が 神言と  行くとも来とも 
船は早けむ」の2首が特記されてい
ます。また台下には<30世紀へのメ
ッセージ>が埋蔵されています。

④ 紀州街道
江戸時代、大坂と和歌山への大動脈
路でした。高麗橋から堺筋を南に下
り、天下茶屋・住吉大社、堺を経ると
いう、海辺に沿った和歌山への経路
で、街道は大名や商人たちの往来で
賑わいました。昔は住之江あたりは、
すぐそばまで海岸線が広がり、白砂
青松の景勝地で有名でした。

⑤ 御祓橋(細江川)
昔、この橋において、住吉大社の夏祭
りに「かがり火」を焚いて神輿の奉送
迎をした事から名づけられた橋名で
す。この橋の際には、「小町茶屋」とい
った茶屋がありました。「茶の銭に九
十九文出しても手も握らさぬ柄の長
き杓」斑竹

⑥ 難波屋の笠松跡
江戸時代には難波屋という茶
屋があって、その庭には枝ぶり
がすばらしい松があって、紀州
街道の名物として有名でした。
見物料の代わりに団子を売っ
ていて「笠松は低いが団子は高
い」という風刺なども残ってい
ます。昭和初期までは団子を売
っていましたが、残念なこと
に、戦後の食糧難で土地を開
墾して芋などを植えたことか
ら土に栄養がなくなり、笠松は
枯れてしまいました。今はその
名残を惜しんで街灯りで笠松
の姿を照らしています。また安
立小学校にて安立笠松会が松
を植樹し、大きく育てて笠松の
復活、伝承を試みています。

⑦ 威徳山
　 寶林寺
浄土真宗本願寺派のお寺
で、ご本尊は阿弥陀如来で
す。天正8年(1580)に、江
州多賀の武士・南部治佐衛
門尉清宗(宗覚)によって開
基されました。境内のソテ
ツは見事で、そのそばには
短歌を刻んだ五面の歌碑
があります。「すみのえの 
ちかひかはらぬ 海なれば 
ひく志ほみづの ほどのと
ほさよ」蓮如上人

⑧ 實教山 長法寺
　 （安立・妙見宮）
日蓮宗身延山派の寺院で、約350
年前に建立されました。境内に妙
見宮があって、能勢妙見宮の出開
帳寺院で、地元民からは「安立の妙
見さん」と親しまれています。妙見
さんの鳥居の石柱には、天保11年
(1840)奉納「施主  堺  茶屋七兵
衛  執次  大和橋大嘉  発起  神南
邊」と刻まれていて、境内にはクス
ノキの大樹などもあります。

⑨ 霰松原公園
かつて、この地は海に沿った白砂青松の
地で、白い砂と松の緑は四季を通じて、す
ばらしい景観をみせ、いつしか「霰松原」
と呼ばれました。天武天皇の第4皇子・長
皇子も慶雲3年（706）の文武天皇の難
波行幸のさいに当地を訪れ、「霰打つあ
られ松原すみのえの弟日娘と見れど飽
かぬかも」の歌を詠んで、その歌碑が建
てられています。また公園内には、霰松原
荒神・金高大明神(オタヌキさん)・瀧川稲
荷大明神なども祀られています。

⑩ ジョイフル安立（安立商店街）
「安立」という地名は元和年間(1615～1624)に、名医と
して名をはせた典薬頭・半井安立（なからいあんりゅう）が
当地に居を構えて、その治療を求めて人々が集まって、い
つしか町を形成したことが由来です。ジョイフル安立は安
立中央、本通り、東通り、銀座通りの4つの商店街で構成
されていますが、いにしえには「岸の辺の道」と呼ばれ、江
戸時代には参勤交代路として賑わいを見せた紀州街道沿
いの商店街なので、100年以上続くような老舗も数多く
残っています。また江戸時代には、住吉大社の一寸法師伝
説にあやかって針商人が「みすやの針」を売って儲けたと
いいます。

⑪ 竹山木管楽器製作所
　 （アンリュウリコーダーギャラリー）
日本で唯一の木製リコーダーの専門店です。その素晴ら
しい音色は、世界の超一流の音楽奏者たちが絶賛して、
買い付けに訪れるほどです。ソプラニーノ・ソプラノ・ア
ルト・テナー・バスなど、さまざまな音域のリコーダーを
展示・販売しているほか、タケヤマホールでは毎月演奏
会がおこなわれ、リコーダーの教室だけでなく声楽の教
室も併設しています。

⑫ 正音山 阿弥陀寺
浄土宗知恩院派の寺院で、ご本尊は阿弥陀如来です。四
隅には四天王が守っています。文禄2年(1593) に、旭
蓮社幡譽空智大和尚によって中興されました。豊臣秀吉
の五奉行・浅野長政公ゆかりの寺としても知られてい
て、浅野家の家紋「丸に鷹の羽」を寺紋として許されてい
ます。藤原敏行の「住の江の 岸による浪 よるさへや 夢
のかよひぢ 人目よくらむ」の歌碑があって、揮毫は直木
賞作家・寺内大吉で、歌碑にはハマグリをあしらい、いに
しえの美しい浜をしのんでいます。

⑬ 手洗橋
かつては橋の下には手水川が流れていて、大和川の付け
替え時にも、この手水川は残されました。近くには住吉
大社のお旅所があって、また紀州徳川候の本陣なども
ありました。現在は川は埋め立てられています。

⑭ 大和川（新大和川）
奈良県桜井市の北東部（国道25号線・福住町南）近郊が源流です。かつては生駒山系と葛城山系の間を抜けて北流して河内方面へ流れていました
が、何度も洪水を引き起こしたため、今米村（現・東大阪市）の庄屋・中甚兵衛らが幕府に請願して、宝永元年（1704）に8ヶ月にわたる付け替え工事
の結果、現在のように堺に向け西流するようになりました。住吉大社の夏祭り「川渡御」には神輿をかついで大和川を渡り、堺側のかつぎ手に引き渡
します。大和川にかかる大和橋（江戸時代には公儀橋でした）から東方を望むと二上山が見え、そこを越えると飛鳥の地にたどり着きますが、この山
並みの光景は古代から変わりません。かつて「岸の辺の道」を歩いた万葉歌人たちも仰ぎ見たはずで、そう考えると、感慨深いものがあります。


